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 ダ イ ヤ モ ン ド 、 そ れ は 炭 素 元 素 か ら な る 鉱 物 で あ
り 、 地 球 上 で 発 見 さ れ た 最 も 固 い 天 然 物 質 で あ る 。

 数千年前にはすでに人類はその存在を知り、石器の切断等に利用
してきた。

 最高の硬度、低い摩擦係数、高い弾性率、高い熱伝導率、高い絶縁
性、大きなバンドギャップ、高速な伝播速度を有するため、幅広い分野
で利用される。



◆ 仕上げ加工を経て形成されたダイヤモンドは最高の硬度、高い屈折
率と高い色調を一体化した宝石である。

◆ 人類に発見されてから、その輝きはヒトの目を奪い、その完全な品質
と希少性から高貴と忠節の象徴と称され、宝石の王様とされている。

◆ 現 代 で は ア ク セ サ リ ー と し て 利 用 さ れ る ダ イ ヤ モ
ン ド は 恒 久 的 で 、 永 続 的 に 伝 え る こ と が で き る た
め 、 女 性 の 最 高 の 友 と な っ て い る 。



 アクセサリー以外でも、高い硬度、高い耐摩耗性、高い熱伝
導率、低い熱膨張率及び高い化学的不活性等の優れた特
性を有するため、ダイヤモンドは工業分野で最も優れたカッ
ター材料となりつつある。

 精密加工、鉱山採掘、石油掘削等の国の経済にとって重要
な分野で利用され、要となる役割を果たす。

 ある一定のレベルで国家の工業生産水準を左右するため、
「戦略物資」と呼ばれている。



 天然のダイヤモンドは地下100－300㎞、5－700万気圧、1200-1800℃
及び所定の含有量・比率の鉄族金属とグラファイト又は炭素という条
件の下で数億年の「鍛錬」を経て形成され、偶発的な火山の噴火又は
その他の地質学的変動によって地表付近にもたらされる。



 ダイヤモンドの鉱床は発見が困難で、コストが膨大であり、数十年又は
百年以上にわたる探索を行い、大量の資源を消費するものであって、取
り返しがつかない環境破壊をもたらし、地球上に傷跡を残す可能性があ
る。

採掘したダイヤモンドのうち、平均してわずか
20％が宝石グレードとされ、残りの80％は工
業用にしかならない。その20％の宝石グレー
ドのダイヤモンドの価値は80％の工業用ダイ
ヤモンドの5倍以上である。

また、1カラット（0.2ｇ）の研磨されたダイヤモ
ンドを得るために、約250トンの鉱石を採掘し
なければならない。



 ダイヤモンド鉱床の採掘は巨大な規模で、なおかつ細心の注意が必要
とされる作業でもある。十分な量のダイヤモンドを含有する鉱石を採掘
する必要があり、これ以上ないくらいに慎重になって、鉱石の中のダイ
ヤの原石を完全な形で確保しなければならない。不適切な採掘は巨大
な経済的損失をもたらすため、露天掘りでも地下の掘削でも、きわめて
大がかりな作業となり、必要な人手や物資の投入量は計り知れない。

 採掘した鉱石は慎重に破砕して選別し、鉱石の一粒ずつ細やかに分析
した後にカッティング工程を決定することによって、その重量、純度及び
様式を保証する。



戦乱が発生すると、武装勢力の闘争資金獲得のために、現地の住民は採
掘に駆り出され、塗炭の苦しみを味わうことになる。

近年、映画「ブラッド・ダイヤモンド」でその状況が生々しく描かれた。





 実験室でダイヤモンドを合成できるならば、環境破壊を効果的に回
避し、大量の人手や物資を投下する必要がなく、ダイヤモンドを血で
汚すことを避けることができる。

 18世紀にフランスの化学者ラボアジェがダイヤモンドの組成が炭
素であることを発見して以来、長年にわたり多くの試みがなされて
きた。

 20世紀50年代に、ゼネラルエレクトリック社が人工ダイヤモンドの合成
に成功したことを報告。発明者は信じることができず、驚きのあまり腰
を抜かした。

 色彩は茶色がかっており、工業分野でのみ利用可能であったが、
1971年にゼネラルエレクトリック社は高温高圧法（HPHT法）によって
ジュエリーグレードのダイヤモンドの生成に成功した。



◆ 後にHPHT法によるダイヤモンド合成は急速に発展し、中国河南省の
人工合成ダイヤモンドの生産量は世界の50％以上を占めるようになっ
た。

◆ 研磨用具、カッター、回転砥石等の方面で大量に用いられている。



 HPHT条件は、数万気圧、1500℃の高温が必要であって、条件が過
酷で、膨大なエネルギーを消費する。

 触媒を使用し、純度は低く、高品質のダイヤモンドを生成することは
困難である。

 より好適なダイヤモンド合成方法が探求されている。



 2000年ごろ、エレメントシックス社、カーネギー研究所、アポロ社が
CVD法を用いたダイヤモンドの合成を開始したが、未だ市場での販売
は行われていない。

 2012年ジェメシス社はCVD法によってIIa型ダイヤモンドを製造し、これ
は世界でも2％の天然ダイヤモンドのみがこの純分を有するものであ
る。しかし、こういった技術は少数の企業に握られている。



 2 0 1 6年、中国は C V D法でプロセス重量 1 . 2カラッ ト 、カ

ラーグレード F～ G 、純度 S l 1のカラッ ト級ダイヤモンドの

合成技術を自主開発した。



更にダイヤモンドの単結晶ウェハの合成プロセスを開発、ダイヤモンドの
優れた光電特性を考慮すれば、工学ウィンドウ、電力電子デバイス、深紫
外線光電検出デバイス、核放射線検出デバイス等の分野での大きな応用
可能性と潜在性を秘めている。



中国科学報、科学網、中国教育網、東方今報等10社余りのメディアで報道
された。



中国教育部、現地地方政府の指導部も大いに関心を寄せている。



ありがとうございました！
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